　　　「赤ちゃんとの暮らし研究会」新会則　　　　　　　　　　　　　　　　
平成23年9月17日作成　　平成23年10月1日試行
<名称>

第1条  本会は　「赤ちゃんとの暮らし研究会」　とする。

<事務所>

第2条  本会の事務所は　代表宅に置く。
<目的>

第3条　本会は江東区の親教育、子育て支援、地域づくりに貢献する事を目的とする。
<活動精神>

第4条  本会は以下の精神に則り、奉仕団体として活動する。

乳幼児と接点の少ない社会で生活している大人の男女が、すべてが未熟な乳幼児の心身の健康の保持増進とその社会性を育くみながら暮らしていくには、乳幼児や家族の発達心理学的な知識を学ぶことができ、父性母性のモデルとなる仲間と出会える「場」が必要である。
<事業>

第5条　本会は、第4条の精神に則り、第3条の目的を達成するために、「学ぶ場」「出会う場」として、交流会や学習講座などの企画運営をする。
<会員>

第5条　本会の会員は、原則として区内に住所を所有し、本会の第３条の目的と、第４条の活動精神に賛同する者である。会員は「スタッフ」と「メンバー」によって構成される。

1.「スタッフ」とは、「赤ちゃんと暮らし研究会(以下「当会」)」の活動に賛同し、会則に従っ
て、その活動の「企画運営に参加する」意志のある男女である。

2.「メンバー」とは、当会の活動に賛同し、会則に従ってその活動の「企画運営に協力し参
加する」意志のある男女である。
<役員>

第6条　本会は下記の役員を置き活動を行う。

　　　　相談役　1名　　代表　1名　　副代表　1名　　会計　1名　　会計監査　1名　　
　　　　　　　　　　　　役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。

第7条　役員の任務は　次のとおりとする。

　　　　相談役は　本会の運営や他機関との連携に関し、鳥瞰的な立場で助言する。

代表は　本会を代表し、会務の統括をし、会議の議長となる。

副代表は　会長を補佐し、代表に事故があるときにこれを代行する。

会計は　会の金銭収支を明らかにし、総会で報告する。

会計監査は　会の会計を監視し、結果を総会で報告する。

<会議>

<第8条>　本会の会議は　次の通りとする。
1. 総会　定期総会は毎年度当初に開催し、役員選出、事業計画、予算の審議、事業及び会計報告をする。臨時総会は、会員の要求があった場合に代表が招集する。

2. スタッフ会議　役員とスタッフに参加資格があり、必要時代表が招集する。
3. 定例会　原則としてWEB会議とする。
<会費>

第9条　本会の経費は、会費、寄付金、その他の収入をもって充てる
第10条　本会の会計年度は、4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

<個人情報について>
第11条　
本会の活動目的以外では使用しない。
本会の会員リストは、役員以外は閲覧できないものとする。
本会会員は、活動中に知り得た個人情報を、本人の許可無しに別の他者に教えてはならない。

ただし、児童虐待防止法に則る場合は、その対象外とする。

<規約の改正>
第12条　本新会則は　2011年10月1日より効力を発揮する。
また、会員の4分の1以上の了解が得られれば追加変更できることとする。　
附則　２０１０年9月1日　　(旧)会則施行

２０１１年2月1日　　(旧)会則　第二条　変更　　　
　　　２０１１年10月1日　　新会則施行
